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再稼働
　福島原発事故から11年。事故はいまだに
「収束」せず、人々の幸せを奪い去りました。
　圧倒的多数の市民の願いは原発ノー。「原
発ゼロ」の島根をご一緒につくりましょう。

　新型コロナなど未知の感染症の流行と自然災害との複合災害など、最悪の
事態を想定した場合、島根原発２号機の再稼働などあり得ません。なにより
命・安全が最優先です。

島根
原発

● コロナ対応で手いっぱいとなっ
ている医療機関、保健所に余力
はありません。感染した患者や
濃厚接触者の避難は誰がどのよ
うに行うのでしょうか。

● 中国電力の職員や原発の運転員
がコロナに感染し、クラスター
が発生した時、誰が現場で事故
対応を行うのでしょうか。

みんなと力をあわせ政治を良くする

　 避難計画、
避難訓練は不要に

みんなの力で危険な島根原発は動かさず
笑顔で幸せに暮らせる島根を

トラブル続きの中国電力に
自分たちの安心・安全を任
せられるのでしょうか。

原発の直下にある140キロの
活断層や核のゴミも心配です。

子どもや高齢者、入院中の
人が無事に避難できるか不
安です。

　国は島根原発２・３号機の稼働をめざしています。そうな
れば県民は今後100年も原発漬けに。島根の未来は県民が決
めることであり、国から押し付けられるものではありません。

自公政権 原発漬けの島根を押し付ける

新型コロナ、頻発する自然災害ハッキリしましたハッキリしました

　 避難先自治体の
受け入れ計画も
必要なし

安全に避難できる保障はない
原発ゼロを
決断し

● 豪雨、地震など多発する自然災
害と原発事故が同時発生するこ
とは、もはや想定外ではありま
せん。

使用済み核燃料や
原子炉の処理が終われば

2号機猛毒物質・プルトニウムを燃やす

省エネ・再エネ推進で
新たな雇用と産業を創出

島根の希望ある道は

は絶対 動に かしては
なりませんなりません


